
メールにて以下を添え、お申し込みください。 締切：2月13日(月)　定員：50名・先着順
①お名前  ②所属・役職  ③電話番号  ④メールアドレス  ⑤参加形態：隊員・一般（領収書の要・否）⑥懇親会参加の有・無

※隊員であるなしを問わず、団体、個人のどなたでもご参加いただける勉強会です。お気軽にお申し込みください。
　また、隊員登録で参加費が割安になります。詳しくは事務局にお問い合わせください。

※前回アナウンス
　から
　日程が変わりました。
　ご注意ください！

個人の危機管理（防災）、
企業の危機管理（ＢＣＰ=事業継続）

参加方法

日　程
平成29(2017)年  2 月 16 日 (木)

参加費
●定例会 
 「関西そなえ隊隊員」および「五輪の会会員」：1,000円
　　　     　　　　　　    一般：2,000円 ※ 注1）
●懇親会  一律：3,500円 ※注2）

※注1）希望者には定例会、懇親会ともに、領収証をご用意いたします。申込み時に参加形態（隊員・一般）と領収証の要否を添えてください。
※注2）懇親会の当日キャンセルにつきましてはキャンセル料が発生いたしますのでご了承頂きますようお願い申し上げます。 
　　　

防災企業連合 関西そなえ隊　事務局 office@kansai-sonaetai.com   http://kansai-sonaetai.com/   　
　　　　  防災企業連合　関西そなえ隊

地下鉄西梅田駅より  徒歩3分
JR東西線北新地駅より 徒歩3分

JR大阪駅，地下鉄梅田駅より 徒歩7分
ドウジマ地下センター（ドウチカ）Cー83出口より徒歩30秒

防災企業連合 関西そなえ隊　第18回 定例会
メビウス俱楽部『五輪の会』合同企画2017  2/16

会　場

大阪市北区堂島2-1-31 京阪堂島ビル1階

リストランテ・
コローナ
06-4795-5567
http://www.r-corona.com/

17:40  受付開始
●定例会 18:00-20:00 
●懇親会 20:10～ 
※定例会に引き続き、
　同会場にて懇親会を行います。

(C)Yahoo Japan,(C)ZENRIN 100 m

松井 秀一（まつい ひでと） 氏
株式会社 安信  代表取締役　　一級建築士・防災士

荒井 富美雄 （あらい とみお） 氏
一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会 レジリエンス認証普及啓発本部長

講　師

テーマ

●関西そなえ隊  および  一般の方　  →  office@kansai-sonaetai.com　湯井 (ぬくい ) 宛
●メビウス俱楽部『五輪の会』の方  →  urakawa@mebius-link.jp　　  浦川  宛
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プログラム

●防災企業連合　関西そなえ隊 「定例会」について
「関西そなえ隊」では、「定例会」として2ヵ月に１度、防災・減災の学びを共有する勉強会
を開催しています。事前のお申し込みで団体・個人を問わずどなたでもご参加いただけます。
●隊員募集！
「関西そなえ隊」では隊員登録を推奨しています。隊員にはさまざまなメリットをご用意して
いきます。隊員になってぜひいっしょに活動しませんか？ご関心のある方はお気軽に事務局ま
でご連絡ください。

連絡先：　防災企業連合　関西そなえ隊　事務局　
　　　　　office@kansai-sonaetai.com   http://kansai-sonaetai.com/   

個人の危機管理（防災）、企業の危機管理（BCP=事業継続）

講師
プロフィール

　個人と企業の危機管理のあり方を、いま一度見直そう。

昭和45年 神戸生まれ
平成7年　阪神・淡路大震災で被災。建築・設計の道に進み、東京で一級建築士事務所を経営。平成23
年、東日本大震災で6ヶ月間、宮城県でのボランティア活動に従事。その後東京で耐震化推進条例の制
定に伴い、数多くの民間の建物の耐震調査をおこなう。その後民間の建物の耐震化が進まないことを実
感し、家具調の小型シェルターの企画・研究をおこなう。
平成26年、株式会社安信を設立。小型シェルターとして日本一の耐荷重を誇る製品として新聞・ＴＶで
も話題に。各地で防災セミナー等をおこない現在に至る。

 松井 秀一（まつい ひでと）  氏
株式会社 安信  代表取締役　　一級建築士・防災士

神奈川県出身。
2006年から企業の事業継続マネジメント（BCM）に取り組む。東日本大震災ではグループ会社の協力を
得て、被災地支援として物資の輸送や、岩手、宮城県の復興支援物産展等を実施。人とのつながりが一
番大切である事と同時に事業継続（BC）がいかに難しい事かを目の当たりにする。大規模災害に遭って
も事業を継続する企業の方々の経験談を多くリサーチした。これからの進むべきは地域社会および各企
業のレジリエンスを高める事と考え、現職を推進。
著書に「世界に通じる危機対応」（日本規格協会）林 春男・危機対応標準化研究会（共著）。

荒井 富美雄 （あらい とみお）   氏
一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会 レジリエンス認証普及啓発本部長

　1943 年 鳥取地震（M7.2）、1943 年 東南海地震（M7.9）、1945 年 三河地震（M6.8）、1946 年 南海
地震（M8.0）……いつ発生してもおかしくないと言われている南海トラフの巨大地震…過去には、鳥
取での地震がきっかけとなるようなタイミングで発生しています。昨今鳥取で起きた地震もひょっと
してその予兆なのでしょうか？…地震大国である日本。このような天災は避けることが出来ません。
その時の為に個人も、企業も自らを自分自身で守る事を第一に備えていくことが大切です。
　昨年４月、「国土強靭化基本法」が施行されました。そこで企業や団体の強靭化計画の一環として
内閣府の認証制度「レジリエンス認証」がスタートしています。今回はこの制度についての理解を深
めることを含めて、個人も企業も今こそ危機管理についての考えを深め、具体的な取り組みをはじめ
ることについて学びます。
　今回は、22 年前となる阪神・淡路大震災で被災された経験を持ち、現在は一級建築士として、ま
た防災士として活動される松井氏、並びに一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会に在籍され、
事業継続マネジメントのご経験豊かな荒井氏にお越し頂き、お話を頂きます。


